
ハウスギャバン株式会社 （単位：千円）

金　額 金　額

  

流　動　資　産 12,848,574 流　動　負　債 4,557,289

    現 金 及 び 預 金 2,044,092 買 掛 金 2,667,326

受 取 手 形 1,935 リ ー ス 債 務 -

    売 掛 金 5,038,316 未 払 金 1,274,869

商 品 及 び 製 品 4,204,424 未 払 費 用 222,059

    原 材 料 1,339,911 未 払 法 人 税 等 190,989

    前 払 費 用 19,673 前 受 金 -

    未 収 還 付 法 人 税 等 - 未 払 消 費 税 6,860

未 収 消 費 税 191,423 預 り 金 6,723

    為 替 予 約 - 賞 与 引 当 金 182,318

    そ の 他 9,847 そ の 他 6,143

貸 倒 引 当 金 ▲1,050

  固　定　資　産 8,478,100 固　定　負　債 6,765,082

    有形固定資産 7,779,757 長 期 借 入 金 6,500,000

      建 物 3,292,101 退 職 給 付 引 当 金 49,082

      構 築 物 281,973 リ ー ス 債 務 -

      機 械 装 置 650,604 資 産 除 去 債 務 216,000

      車 両 運 搬 具 14,472 そ の 他 -

      工 具 器 具 備 品 229,905 11,322,372

      建 設 仮 勘 定 2,559,048

      リ ー ス 資 産 - 株　主　資　本 9,960,888

      土 地 751,651 資　本　金 490,000

    無形固定資産 226,005 資本剰余金 5,541,086

      ソ フ ト ウ エ ア 210,286 資 本 準 備 金 2,748,673

ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定 12,832 そ の 他 資 本 剰 余 金 2,792,413

電 話 加 入 権 2,886 利益剰余金 3,929,801

    投資その他の資産 472,337 利 益 準 備 金 103,369

      投 資 有 価 証 券 101,061 そ の 他 利 益 剰 余 金 3,826,432

関 係 会 社 株 式 1,214 自己株式 -

      繰 延 税 金 資 産 146,953 評価・換算差額等 43,414

      差 入 保 証 金 214,447 その他有価証券評価差額金 43,414

      そ の 他 8,661 繰延ヘッジ損益 -

      10,004,302

21,326,674 21,326,674

(注) 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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ハウスギャバン株式会社

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

1．資産の評価基準及び評価方法

(1)有価証券

① 子会社 ……… 移動平均法による原価法

② その他有価証券

・時価のあるもの ………  決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

　売却原価は移動平均法により算定）

・時価のないもの ……… 移動平均法による原価法

(2)デリバティブ ……… 時価法

(3)たな卸資産

① 商品、製品、原材料 ……… 移動平均法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による

　簿価切下げの方法により算定）

2．固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産(リース資産を除く) ……… 定額法

なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。

建物 10～42年

機械及び装置 ６～８年

(2)無形固定資産(リース資産を除く) ……… 定額法

但し、ソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

(3)リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

3．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権など

特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2)賞与引当金

従業員に対する賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当事業年度負担額を

計上しております。

(3)退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込額

に基づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。

また、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(５年)

による定額法により、発生の翌事業年度から費用処理しております。

4．収益及び費用の計上基準

当社は食品の製造・販売を主な事業とし、製品又は商品(以下、製品等)の販売に係る収益は、主に製造又は卸売り

による販売であり、顧客との販売契約に基づいて製品等を引き渡す履行義務を負っております。

当該履行義務は、製品等を引き渡す一時点において、顧客が当該製品等に対する支配を獲得して充足されると判断

引渡時点で収益を認識しております。なお、収益は顧客との契約において約束された対価から、リベート、

返品等を控除した金額で測定しております。

個別注記表
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ハウスギャバン株式会社

個別注記表

5．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

(1)重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法 ……… 繰延ヘッジ処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

・ヘッジ手段 ……… 為替予約取引

・ヘッジ対象 ……… 外貨建て予定輸入取引

③ ヘッジ方針

外貨建て予定輸入取引の為替変動リスクをヘッジするため、為替予約取引等を行うものとしており、

リスクヘッジを目的としないデリバティブ取引は行わない方針です。

④ ヘッジ有効性評価の方法

為替予約取引については、取引時に重要な条件の同一性を確認しているため、

有効性の評価を省略しております。

(2)外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として

処理しております。

Ⅱ．当期純利益金額 669,334 千円
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